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この度,社 会学調査実習の授業で 「大学生とアル
バイトに関するアンケ

ート」を実施し

た。そのアシケ
ートの結果と,個 人的にインタビュ

ーした内容をもとに 「部活動を行う大

学生のアルバイト」について迫つてみたいと思う。

私はこの大阪教育大学で硬式野球部に所属している。これまで中
・高と野球部に所属し

ていた私にとつて,大 学生活でアルバイトをしながら部活動をすると
いうことは大きなカ

ルチャーシヨックであつた。なぜかというと、野本部は練習のし
い部活動のひとつで、盆

暮れ正月できえ休みがあつたりなかつたりと時間に追われ,ア
ルバイトなど考えられなか

ったからだ。しかし,大 学の野球部では r自分でお金を稼いで野球をする」と
いつた人も

多く、アルバイトが公認されていたのである。

さらに驚いたことは,大 学を卒業された OBの 方々が営業するお店
で、部員がアルバイ

トを斡旋してもら,こ とや、何十年も代々部員がアル
バイトについているお店があること

だ。

この報告ではOBの 方が経営するお店で駒く後輩 Tへ のインタ
ビューと照らし合わせな

がら、部活動をする学生のアルバイトにはどのような特徴があるかえてみ
たい。

変輩人のインタびユ
ー

インタビユーは部活動が終わつた休日夕方に約
一時間ほど行い、特に質問は用意せずに

会話を録音した後に書き出す形式で行った。

インタビューした Tは 大阪教育大学の夜PH5に通う学生である。夜間
の学部は授業が午後

7時から午後9時までとなつていて、彼は昼は部活動の練習,夜 は大学と
いう生活をして

いる。アルバイト先は OBの 方が経営する焼き鳥屋で、代
々野球部員がアルバイトについ

ている。他のアルバイト先と比較して最大のメリットは
「部活動を優先させることができ,

練習や試合によつて入る日が安定していなくてもかまわな
い。また,部 活動が長引いて遅

刻してもかまわない」というOBの 方ならではの配慮がある点だそうだ。

薄落動をうてかあ学生のアル′ミ女 ム

以下では、アンケ
ート結果をもとに、クラブ

・サークル活動を行つている学生のアルバイ



卜の特徴について考えてみたい。クラブ サ
ークル活動を行つている学生がどのくらいい

るのか、その内どれくらいの学生がアルバイトを行つているのか、どの程度アルバイ トを

行つているのか、を見てみよう。

部活動 ・サークルに所属する大学生は188人 中198人 と約 7割である。

図 1)クラブ・サークル活動を行つている学生の割合

そのうち一ヶ月の活動日数は10日 以内が全体の約 5割 を占めている。

と 20日 前後に活動日数が集中していることがグラフから分かる。インタ

20日前後の活動日数なので比較的大多数のグル
ープに入るといえる。

図 2)一ヶ月のアルバイ ト日数

また、10日前後

ビューした Tは
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最 近 ― ヶ 月 の ア タレタ｀イ ト を 行 つ た 日 数

また、クラブ・サークル動を行つている学生の約 7割はアルバイ トをしている。これは、

活動を行つていない学生と比較して低くなつているが時間の使い方が達うと言うことを考

えれば当然の結果と言える。



最近―ケ月にアルバイトをしたと
していない

クラブ・サークル活動の有無

行つていない

図3)クラブ・サ
ークル着勘とアルバイ卜の有無

・ 収 入

では、クラプ・サークル活動を行つている学生は、ア
ルバイト収入に関してど?ような特

徴があるのだろうお、アルバイトをして
いる学生全体について、収入つ分布を見てみよう。

図0■ケ月でのアルパイト収入
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最近―夕月のアルバイト収入

グラフから、アルバイ トによる収入は3万 円
・5万 円・6万 円

`それ以上に分類すること

ができる。よつて 0～3万 円未満をグル
ヤ
プ 1、 3～5万 円末溝

をグループ 2、5～ 6万 円未

満をグル
ープ3、 それ以上をグル‐プ4と レてグラフ化してみ

る。
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最近―夕月のアルバイト収入



留す浮 ル′ヤ ムだよう取入

このように、全体では 5万円以上の収入が全体
の約 6割 を占めていることがわかる。

では、クラブ 'サ
ークル活動の有無によつて収入にはどのような違

いがあるのか注目し

てみる。

このようにクラブ'サ
ークル活動を行つているものとそうでないものを比較すると、ッ

クラブ・サークル活動を行つていないものの方が、高収入者
カミ多いことが分かる。

枠

次に、クラブ サヽ
ークル活動を行つている学生は、アル

バイ トの業種にも何か特徴があ

るのかみてみたい。

今回、業種は 「居酒屋
・′ミー」「塾講師J「家庭教師J「

ヨンビニエンスストアJの 4種

クノノ,ターカ塚頼″有無を取入のデル
ー/

留リクノノ・ナ
ーク″ ″スの方″―プ

21(2033(3196)行つているクラブ・サークル活動の

有無



が大多数を占めていたのでこれらに絞るとする。

クラブ サヽークル活動をしている学生はそれぞれ 「11%」 「22%」 「35%J

となつていて, していない学生はそれぞれ 「6%J「 37%」 「30%」 「10%J

V るヽ。

「11%」

となって

留"夕 死カナーク″所財の庁れを

//2/Ⅲみ の君唐 居酒屋 バヽー 塾講師 家庭教師
ヨンビニユンススト

ア

クラブ・サークル活動を行つてい

る
ⅢⅢ% 22% 35% 11%

クラブ・サークル活動を行つてい

ない
6% 37% 3朝 10h

「居酒屋 ・バー」は遅い時間帯のアル′ミィ トでぁり、クラブ ・サークル活動の後に勧く

ことができるため両者に差が出てきているといえる。これに対し 「塾講師Jは シフトが固

定されており大学の授業が終了した直後の夕方頃から働くことが多いため、活動をしてい

ない学生が多く働いていることが分かる。

このように、クラブ tサークル活動によつてアルバイ トをする時関帯にも制約が出てく

るため、働く業種に差が出てくるといえる。

筋 度

先のTへ のインタビュー結果にもあつたように、「部活動が長引いて遅れてもいい」と

いうことは大きなメリットであつた。二つの事柄が時間的に重なつたりしないように工夫

はそれぞれだろうが、何らかの理由でどちらかを優先させなければいけない事態に遭遇し

た場合どちらを優先させるのかアンケー ト結果を見てみたい。

アンケー トでは 「クラブ ・サークルのためにアルバイ トを体んだ」「臨時のアルバイ トの

ためにクラブ サ ークルを休んだ」「クラブ ・サークルの人間関係のためにアルバイ トを引

き受けたJと いう 3つ の質問に対して、それぞれ 1、 よくある 2、 時々ある 3、 ほと

んどない 4、 全くない、からひとつを選ぶようにもとめた。
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図 8、 9か ら、クラブ
・サークルのためにアルバイ トを休んだことと、臨時のア

ルバイ

トのためにクラブ ・サ
ークル活動を休んだことがあるか、という質問に対して両方とも

全

くないと答えた人が最も多かつた。これは、もともとクラ
ブ。サ
ークル活動とあるばいと

が重ならないように予定を立てているあめ臨時に予定が入る
ことはないというケ

ースだと

いえる。次に、クラブ サ
ークル活動のためにアル′ミイトを休んだことがあるかの図 8の

質問に1 よ くある
・2 時 々あると答えた人が、臨時のアルバイ トのためにクラブ

・サー

クルを休んだことがあるかという図 9の 質問に 1 よ くある、
2 時 々あると答えた人の

割合に比べて若千高くなつていることがわかる。クラ
ブ ・サークル活動を行つているもの

にとつて、活動のほうが優先1田笠は高いといえる。

また、クラブ ・サ
ークル活動の人間関係でアルバイトを引き受けたかに対しては図

10

をみると、4 全 くない が 群を抜いて多いことからア
ルバイ トを人間関係で51き受ける

人は少ないようだ。

少 ″ %″ ンタ れ
一
穣 果

ここで話を Tの インタビュ
ーに戻す。彼はアルバイトを始めて約

一年になるそうだが総

労働日数は20日 前後だという。
一ケ月に換算すると2, 3日 ということになる。

ちなみにテインタビュ
ーした月は1日 しか働いていなく給料は8千 円程度だという。そ

の理由を聞いてみる↓ 「部活動がある前日にアルバイトを入れると次
の日きつくなる」「先

者に言われてアルバイトを始めたけどあまり働きたくな
いJだ そうで,部 活動をしている

とあまり働くのはいやだという思いと,人 間関係上なかば仕方なく始めたと
いう考え方が

見事に混ざつてこのような結果になつたのだろう。

締

この報告ではクラブ・サ
ークル活動を行つている学生のアルバイ トの特徴に注目してみた。

活動を行つているものは、活動日数に差はあるものの、時間的な制約
を受けながら業種、

時間をやりくりしながらアルバイトをしていると言える。また、大学
生活の中でクラブ ・

サークル活動を優先させる傾向が強いと言える。


